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救急出場件数が３年連続で過去最多を更新  
～ 令和６年中における救急出場の傾向 ～ 

 

令和６年中の東京消防庁救急隊の出場件数は９３５,１６２件（速報値）で、

令和４年から３年連続で過去最多を更新しました。 

救急出場件数は、例年、夏季及び冬季に多い傾向にありますが、令和６年は同

時期の出場が顕著に増加し、日別救急出場件数の歴代上位１０日間のうち、８

日間が令和６年中の夏季、冬季に更新されました。 

また、令和６年中における救急出場の傾向を１０年前と比較すると、特に  

７５歳以上の後期高齢者の搬送が他の年齢層と比較して顕著に増加しました。 

救急車を呼ぶか判断に迷うような場合には、「東京版救急受診ガイド」や「東

京消防庁救急相談センター」を上手に活用してください。 

ただし、緊急性がある場合には、ためらわずに救急車を呼んでください。 

 

１ 救急出場の傾向（令和６年中の数値はすべて速報値） 

 令和６年中の東京消防庁救急隊の出場件数及び搬送人員数はともに、過

去最多を更新しました。出場件数と搬送人員は、近年、増加傾向にあり、

令和２、３年に新型コロナウイルスの影響等により一時的に減少したもの

の、その後、３年連続で過去最多件数を更新しています。１０年前である

平成２７年から令和６年までの東京都総人口と救急搬送人員の増加率を比

較すると、東京都総人口が３．０％増（＋約３８万３千人）に対し、救急

搬送人員は１８．５％増（＋約１２万５千人）と大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出場件数と搬送人員数（10 年推移） 



 月別の救急出場件数は、例年、夏季（７月、８月）及び冬季（１月、    

１２月）に多い傾向にありますが、令和６年は同時期の出場が顕著に増加

しました。   

また、日別救急出場件数の歴代上位１０日間のうち、８日間が令和６年

中の夏季、冬季に更新されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 年月日 出場件数 

１ ２０１８年 ７月２３日（月） ３，３８２ 件 

２ ２０２４年 ７月 ８日（月） ３，３７２ 件 

３ ２０２４年１２月２８日（土） ３，３３３ 件 

４ ２０２４年１２月２７日（金） ３，２９６ 件 

５ ２０２４年 ７月２９日（月） ３，２８４ 件 

６ ２０２２年 ７月 １日（金） ３，２７４ 件 

７ ２０２４年１２月２９日（日） ３，２５３ 件 

８ ２０２４年１２月２１日（土） ３，２２０ 件 

９ ２０２４年１２月２３日（月） ３，２１６ 件 

１０ ２０２４年 ７月２２日（月） ３，２１４ 件 

 

 

 

 

 

 

月別出場件数（R6 年中） 

日別出場件数（歴代上位 10 日） 



 救急出場件数を事故種別ごとでみると、急病と一般負傷が全体の約  

８５％を占めています。令和６年中の救急出場件数の月別推移を事故種別

ごとでみると、急病と一般負傷が と同じく夏季（７月、８月）及び冬季

（１月、１２月）に多い傾向にあります。 

  急病では「発熱」「腹痛」「歩行困難」、一般負傷では「顔面・頭部や四肢

の怪我」が多くみられます。 

また、夏季には「熱中症」による救急搬送が増加する傾向にあります。 

なお、令和６年６月から９月までの熱中症による搬送は、７,９９３人で、

これまで最多であった平成３０年同時期の７,９６０人を上回り、過去最多

となりました。 

 

 

 

 

 

 

事故種別ごとの出場件数（R6 構成比） 

熱中症搬送人員（6-9 月） 

事故種別ごとの出場件数（R6 月別推移） 



 令和６年中の搬送人員を年代別に見ると、後期高齢者である７５歳以上

の搬送人員が３４０,４８３人で全体の４２．７％を占めています。１０年

前と比較して約１０万人（４４．６％）増加しており、他の年齢層と比較

して著しく増加しています。 

今後も高齢化は進展することから救急出場件数がさらに増加することが

予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別搬送人員数（R6 構成比） 年代別搬送人員数（10 年推移） 

（R6 は速報値） 



２ 都民の皆様へ 

 救急車を呼ぶか判断に迷うような場合には、「東京版救急受診ガイド」や「東

京消防庁救急相談センター」を上手に活用してください。 

ただし、緊急性がある場合には、ためらわずに救急車を呼んでください。 

 

● 救急車を呼ぶか迷った際には、スマートフォン等で「東京版救急受診ガ

イド」を検索してください。 

「東京版救急受診ガイド」は、医学的見地(※)を元に作成されており、主

な症状に応じて救急車を呼ぶべきかの緊急度判断に役立つＷＥＢページで

す。 

また、病院を探したい場合は、救急受診ガイド内の病院情報サイトから受

診可能な病院を検索することもできます。 

詳細は以下のホームページをご覧ください。 

     

・東京版救急受診ガイド【東京消防庁】 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kyuuimuka/guide/main/index.html 

 
（※） 日本救急医学会監修によって東京都医師会救急委員会救急相談センター運用部会が作成し、東京消

防庁が編集・発行しています。 

 

● それでも判断に迷う場合には、「東京消防庁救急相談センター（♯７１１

９）」にお電話ください。直接看護師と病気やけがの緊急度について相談を

したり、受診可能な病院を知ることができます。 

また、相談内容から緊急性があれば１１９番へつなぐことも可能です。 

詳細は以下のホームページをご覧ください。 

 

・東京消防庁救急相談センター【東京消防庁】 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/kyuu_adv/soudan-center.html 

 

 

 

 

 

問合せ先 

 東京消防庁 ㈹  電話 3212―2111 

救急管理課救急情報係 内線 4465 

救急医務課救急相談係 内線 4546 

広報課報道係     内線 2345 

 

 

 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kyuuimuka/guide/main/index.html
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